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住民活動フォーラム２０１３住民活動フォーラム２０１３住民活動フォーラム２０１３住民活動フォーラム２０１３    アンケート結果アンケート結果アンケート結果アンケート結果    

    

来場者来場者来場者来場者    250250250250 名、アンケート回答者名、アンケート回答者名、アンケート回答者名、アンケート回答者    110110110110 名名名名    

回答

(44.0%)

無回答

(56.0%)

 

 

 

問１   あなたは、どのような立場で参加されましたか。 

 

41.8%

6.4%

2.7%

0.0%

49.1%

0% 20% 40% 60% 80%

住民自治協議会関係者

長野市職員

長野市議会議員・都市内分権審議会委員

長野市民（一般の方：上記以外の方）

その他

 

 

アンケート回答者数アンケート回答者数アンケート回答者数アンケート回答者数    

参加者参加者参加者参加者についてについてについてについて    
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問２   今回のフォーラムをどのようにしてお知りになりましたか。（複数回答可） 

 

7.1%

4.5%

4.5%

83.9%

0% 20% 40% 60% 80%

開催通知を見て

「広報ながの」を見て

人から聞いて

その他

 

その他回答 

・住自協の会議（連絡会）2人 

・住自協 

    

 

    

問３   今回のフォーラムに参加してみていかがでしたか。（複数回答可） 

34.1%

17.6%

9.3%

1.6%

1.1%

1.6%

34.6%

0% 20% 40% 60% 80%

これからの活動・取組に活用したい

新しい知識を得ることができた

住民自治協議会の活動や地域自慢を知ることができてよかっ

た

住民自治協議会の活動に積極的に参加したい

意見交換をしたかった

役に立たなかった

その他

    

    

開催情報の取得手段開催情報の取得手段開催情報の取得手段開催情報の取得手段についてについてについてについて    

住民活動フォーラムの満足度住民活動フォーラムの満足度住民活動フォーラムの満足度住民活動フォーラムの満足度    
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その他回答 

・牛山講師の選定は大変良かった。 

・篠ノ井の発表は良かった。（事業を進める上で参考となる） 

・インパクトが弱い 

 

 

問４   住民自治協議会を広く市民にアピールし、活動を共有するためにどのような方法が良いと思

いますか。（複数回答可） 

 

26.9%

17.8%

12.5%

8.2%

34.6%

0% 20% 40% 60% 80%

住民自治協議会の活動発表

広報誌等による広報

専門家による講演会

市職員による説明会

その他

 

その他回答 

・他都市の実践者の方の話。 

・休日に市内の物産展などと一緒に開催しては。 

・小さい地域でのフォーラムの開催。 

・地域での広報、PR。 

・地域差を埋めなければアピールしたところで何も生まれない。人のいない所は何も

できない。 

・市民が集まる場所に提示する。 

・協議会内の各部会の活発な活動が大切。住民が住自協の活動に参加、理解がされれ

ば自然とPRになっていく。 

・発表の方法、内容を考える必要がある。 

・市職員と住自協の共催による説明会。 

・地区の広報。 

・テレビ、新聞などのメディアによる宣伝。 

・現地研修の場をつくる。 

・同規模の住自協との勉強会。 

・交流・意見交換。 

今後の住民活動フォーラムの在り方今後の住民活動フォーラムの在り方今後の住民活動フォーラムの在り方今後の住民活動フォーラムの在り方    
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・各自治協主催による市民が参加したくなる様々なイベントの開催でアピールする。 

・長野市の分権に対する分析、評価を含めて（２） 

・職員の地域自治に対する意識改革。 

・住自協代表者が一方的に市からの伝達の場となりすぎている。 

・牛山教授の講演を定期に設けて欲しい。他の方にも聞いて欲しい。 

 

 

問５   住民活動フォーラムについての感想がありましたら、記入してください。 

 

・今後も是非続けて欲しい。このフォーラムは昨年よりも充実してきたと思う。 

・片寄らない地域活動を考慮する。 

・都市内分権の考え方について大変勉強になった。（2人） 

・地域を選定（ローテーションで２、３地区ずつ） 

・初めて参加したが、このフォーラムが目指しているものは何なのか、目的が全く理

解できなく残念だった。長野市内の事例だけではなく、他県都市の事例発表も良いの

ではないか。 

・お集まりの皆さまが住自協の役員関係者だけでは？一般の参加を募る改善を考えま

しょう。 

・連絡会の後に設定するのは止めるべきではないか。高齢の役員の方にとって一日行

事は集中力を欠いていると思われる。 

・発表と講演の間に休みをとるくらいの時間的余裕のあるスケジュールを。途中でト

イレの為に席を立つ人が相次いでいた。 

・牛山教授の話を多くの市職員に聞いてもらってください。（職員研修） 

・参加者に高齢の人が目立つ。もっと若い人（30代、40代）の参加を望む。 

・開催日、開催時間の検討が必要だと思う。 

・参加者がもう少し欲しい。（参加する人員が興味を示す内容であればいいが、参加す

る人が減ってきている）（2人） 

・文字が見えづらい。発表者の検討を要する。 

・参加者をより多くする為、市議会関係、市職員、住自協、区長会の役員は必ず出席

すべきである。市職員の参加が少ない。 

・中山間地の話題のテーマの発表会も必要だと思う。 

・地域自慢だけでなく、現実に困っていること等も発表、意見交換、専門家によるア

ドバイスがあってはどうか。（意見交換・2人） 

・市の広報紙とは別に「住自協だより」（仮称）を議会だよりのように年に数回発行し

たらどうか。 

・住民はまだまだ住自協の活動は理解しておらず、役員まかせの感あり。どのように

住自協を知らせていくかが課題。 

・活動発表が各団体に刺激を与えてきっかけを作ると思われる。これからの活動のヒ

ントをもらえた。 

・本日の講演は市職員を対象にした内容と思われますが、参加者の多数は住自協の役

参加参加参加参加者感想者感想者感想者感想    
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員（地区住民）のようだから、もっとその方達向けの内容にしたほうがよいのでは。 

・活動の発表も良いことであるが、各種活動にはそれぞれ環境がある。そのまま、ま

ねをする訳にはいかないと思う。 

・もっと多くの発表を聞ければよかった。（2人） 

・もっと地味でもよいので一翼を担うような活動の発表はないでしょうか。住自協の

活動はイベントをすることに見える恐れがある。 

・講演は非常に良かった。 

・規模の小さな活動でも個性的なものがあれば知りたかった。 

・支所の権限強化。 

・委託方式より協働の必要性。 

・イベントの開催。 

・大変分かりやすく話をしていただきありがとう。 


